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保護者による兄弟児に対する
積極的登校支援



支援の手続き

4月：父母と初めての面談

支援の方向性について説明し、共通理解をはかる。

父母による生態学的アセスメントを開始する。

5月：生態学的アセスメントをもとに、支援の手続き（学校へ

行きたくなる天秤づくり）を考える。

→休んだ日のルールを明確にする。

契約書（奥田・川上,２００２）を交わす。

チャレンジ表を作成する。

5月末～：登校支援を開始する。

定期的に父母と相談し、手続きの修正やレベル

アップをはかる。
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• 現在小学６年生（兄）
• 本人の要求に応じないと「死ぬ」などの発言あり。母から離れるのを嫌
がるようになる。

• 様々な相談機関からの助言をもとに「エネルギーを貯める」「待つ」対
応をしてきた。

• 小２：２学期から登校しぶり。無理やり連れていく日もあり。登
校でき元気に帰ってくる日と朝不調を訴える日を繰り返し、
だんだん抵抗が強まり休ませる日が増える。その後、放課
後登校を経て、３学期は登校可能に。

• 小３：しぶりながら登校。
• 小４：１学期途中から欠席。別室登校をしたが続かず。
• 小５：運動会のみ参加。11月より教育支援センターに通う（午前中）。

3月以降教育支援センターと相談し、「予定通り登校（教育支援
センターも可）できたら、シール１枚。３０枚貯まったらご褒美。」
というルールを設定。

• 小６:４月以降登校できる時間が増える。

児童の実態
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• 好きな時間に学校へ行ったり
帰ったりしている。

• 学校がある時間帯に弟と遊
んでいる。

奥田健次、子どもの認知行動療法入門 初期の登校しぶりへの介入 児童心理 2010年12月号 金子書房

1週間の過ごし方を母が記録

（小６の4/２７～５/１）

オレンジ：弟と室内野球、友達と遊ぶ、

TVなど

水色：登校

生態学的アセスメント（兄）
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学校に行く

家で過ごす 奥田健次、叱りゼロで「自分からやる子」に育てる本、大和書房

いつでも
お菓子

外出

テレビ

好きな
昼ご飯

ゲーム

弟と
遊ぶ

母と
関われる

意見を求
められる
授業

給食

好きな
授業

不登校時の天秤（兄）



6奥田健次、叱りゼロで「自分からやる子」に育てる本、大和書房

学校に行く

家で過ごす

好きな
授業

家族から
の称賛

静かに過
ごす 病院へ

行く

YouTube、
ゲームチャレン

ジ表に○
がつく

学校へ行きたくなるための
天秤（兄）

野球グッ
ズ購入券

一人で
遊ぶ

意見を求
められる
授業
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・「休んだ時のルール」を父母から本人に説明。
・契約書をグチャグチャバラバラにし破いてゴミ箱に捨てる。
「大人はなぜ勝手に決めるんだ、心がしんどくて学校を休んでいるのに
病院につれて行くのはおかしい」と泣く。
・弟がノリノリで契約する様子を突っ伏して聞いており、落ち着いた本人が
「さっきはごめん、自分が悪かった」と言ってくる。
・母の指示で、ルールをテープで貼り直し、契約書を交わす。

行動契約時のエピソード

破いた後、テープで貼り直したルール

両親は、去年までと違い本人
の要望に動じず、
毅然とした態度で応じる。

→父母の「覚悟」がGOOD



＜チャレンジ目標＞
①朝、水筒にお茶を入れる
②夕食後、自分の食器を運ぶ

・2週連続パーフェクト。
・野球の練習は時間を調整できな
かったため、ゲーム4時間と豪華
アイスとGET！

・契約書（奥田・川上,２００２）を交わす。
・現在できている目標を設定。
・チャレンジをクリアした時はお金に
換算。弟と違う表にし、年上らしさ
を演出することで、本人のやる気を
引き出す。
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結果 ステップ① 5/29～6/9（2週間）

奥田・川上（２００２）



結果 ステップ② 6/12～7/20

・欠席 ゼロ
・本人が交換できる野球観戦グッズ
リストに「ユニフォームを入れて欲
しい」と訴えるが、「高額のため自
分の小遣いで買う」よう伝え動じ
ず。
・毎週のお楽しみの交換
「ゲーム時間3時間分」と
「野球観戦グッズ券６枚」をGET
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・目標を「学校で1日勉強す
る」に変更。
・お楽しみを変更。
（より強いご褒美にする）

（奥田２０１６）
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「野球観戦グッズ券」の交換表（母作成）



・２日間（8月7日、8月22日）、
ラジオ体操を休んでしまい20円
失う。その日のゲーム権も失う。
・2日間以外はパーフェクト。
・ラジオ体操に×が付いた日、すぐ
に計算をして、お楽しみがどれだ
け交換できるかを確認していた。
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・父母が自分たちでチャレン
ジ表を作成

夏休みチャレンジ7/24～8/25
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ボーナスシール台紙（母作成）

ボーナスとしてもらえるステッカー

（ア・リーグのロゴ、ナ・リーグのロゴ、選手、
その他から5枚セット）
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チャレンジの実行度合いが確認できるようにマグネット
を使用して視覚化したもの（母作成）



①家→学校→家のリズムを作る
競って学校へ行ける子にする

→松明を使って力尽くで行動させるのは簡単だが、そう
ではなく、１０万円の金貨を見せて本人が行動したく
なるようにする。

支援の方向性 奥田健次先生からの助言
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②出席停止・病欠も含めた上でパーフェクトをめ
ざす子にする（９月からルール変更：出席停止・
病欠も欠席にする）

→社会に出た時、風邪をひいていても頑張って働く子に
する。
→風邪をひいたから休むのではなく、風邪をひいて休み
たくないから風邪を予防できる子を目指す。
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【ルール変更について、伝える際のポイント】
・本人にとっては不利な条件となるが、人生理不尽なこと
に出会う（その練習を家庭でしておく）。
・文句が出ないよう保護者のペースで不平等条約を結べる
よう伝える。
・理不尽だけど楽しい、キラッと光るご褒美を演出する。

【キラッと光るご褒美】
・本人がもっとワクワクするような物や事を探す。
・子どものトレンドをいかに見つけるかが重要。
・やる気にさせる演出も大切。

例）マンガ本１冊

宇 宙

兄 弟

・１週間に１ピース
・１か月で完成

例）野球選手カード

・野球選手カードを大量に
手作り
・○が～個で交換



・8／28欠席：土日の野球合宿疲
れで、頭痛、めまい、倦怠感。
・「お金が貯まらないので祝日は嫌
だ」とつぶやく。
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・出席停止、病欠は「×」とする。
・平日のゲーム券をお楽しみに
含めて設定する（以前は登校した
日はもれなくゲームができていたので

本人にとっては損する条件となった）。
・キラッと光るご褒美として、ス
テッカー券を追加する。
・ペナルティを設定する。
・個人懇談で担任に情報共有
を依頼する。

通院

新しいルールを追加したが、本人はすん
なり受け入れた。

結果 ステップ③ 8/28～1１/17



17

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

3
/1

3
/3

3
/7

3
/9

3
/1
3

3
/1
5

3
/1
7

3
/2
2

3
/2
4

4
/1
2

4
/1
4

4
/1
8

4
/2
0

4
/2
4

4
/2
6

4
/2
8

5
/1

5
/9

5
/1
1

5
/1
5

5
/1
7

5
/1
9

5
/2
3

5
/2
5

5
/2
7

5
/3
1

6
/2

6
/6

6
/8

6
/1
2

6
/1
4

6
/1
6

6
/2
0

6
/2
2

6
/2
6

6
/2
8

6
/3
0

7
/4

7
/6

7
/1
0

7
/1
2

7
/1
4

7
/1
9

8
/2
8

8
/3
0

9
/1

9
/5

9
/7

9
/1
1

9
/1
3

9
/1
5

9
/2
0

9
/2
2

9
/2
6

9
/2
8

1
0
/2

1
0
/4

1
0
/6

水金火木月水金水金水金火木月水金月火木月水金火木土水金火木月水金火木月水金火木月水金水月水金火木月水金水金火木月水金

指導前 ステップ１ ステップ２ ステップ３

学校参加率（出席時数/全時数×１００）

ステップ①～ステップ③

ステップ③ 8/29～11/17

1日学校で勉強する
（出席停止・病欠をカウントする）

取組前 取組後

５年 ６年

欠席

コンサル

覚悟の会

保護者とMTG

ステップ① 5/29～6/9

・水筒にお茶を入れる
・夕食後の食器運び

ステップ② 6/12～7/20

1日学校で勉強する
（出席停止・病欠はカウントせず）



• 小学３年生（弟）

• 初期は無理やり着替えさせ学校へ連れて行き、「学校の前まで」
「○時間目まで」という対応をしていたが、長男と次男との対応
に疲れ休ませるようになっていった。

• 小１：４月後半から登校しぶり。1学期は母子登校や別室登校。

2学期からはほぼ欠席。

• 小２：放課後や午前中のみ登校していたが、2学期からほ

ぼ欠席。11月より教育支援センターに通う（午前中）。

3月以降教育支援センターと相談し、「予定通り登校（教育

支援センターも可）できたら、シール１枚。３０枚貯まったらご

褒美。」というルールを設定。

• 小３：前日に次の日何時間目に出席するかを決め、決めた時間

に登校。

児童の実態
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1週間の過ごし方を母が記録

（小３の4/２７～５/１）

オレンジ：兄と室内野球、TVなど

水色：登校

ピンク：叫ぶ、怒る

奥田健次、子どもの認知行動療法入門 初期の登校しぶりへの介入 児童心理 2010年12月号 金子書房

• 学校がある時間帯に兄と遊
んでいる。

• 学校がある時間帯に教育支
援センターへ行っている。

生態学的アセスメント



結果 ステップ① 5/29～6/9

＜チャレンジ目標＞
①朝、リビングのカーテンを開ける
②風呂のお湯はりスイッチをおす

・２週目火曜日、ゲームに夢中の
本人をみかねた母がスイッチを
押すと、慌ててスイッチを止め、
自分で押し直す。→「×」が付く。
・お楽しみ２週連続GET！

・契約書（奥田・川上,２００２）を交わす（本
人はやる気満々）。
・現在できている目標を設定。
→チャレンジを成功させお楽しみ
をもらうことで、チャレンジ表を
なくてはならないものにする。

20奥田・川上（２００２）



結果 ステップ② 6/12～ 7/20

・欠席 ゼロ（出席停止２日間）
・出席停止２日間：「暇だから学校
へ行きたい」と言う。
・毎週のお楽しみの交換
「ゲーム時間3時間分」と
「野球観戦グッズ券5枚」をGET
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・目標を「学校で1日勉強す
る」に変更
・お楽しみを変更
（より強いご褒美にする）

（奥田２０１６）
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・父母が自分たちでチャレン
ジ表を作成
・お金に換算するシステムに
変更

・１日間（8月7日）、ラジオ体操を
休んでしまい20円失う。その日の
ゲーム権も失う。
・１日間以外はパーフェクト。

夏休みチャレンジ7/24～8/25



・8／28欠席：土日の野球合宿で
疲れている。その日の日直の準備
ができていなかった。
・８／３１欠席：首を痛める。
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通院通院

結果 ステップ③ 8/28～11/17

新しいルールを追加したが、本人はすん
なり受け入れた。

・出席停止、病欠は「×」とする。
・平日のゲーム券をお楽しみに
含めて設定する。（以前は登校した
日はもれなくゲームができていたので本
人にとっては損する条件となった）

・キラッと光るご褒美として、ＢＯ
ＯＫ券を追加する。
・お金に換算する。
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水金火木月水金水金水金火木月水金月火木月水金火木土水金火木月水金火木月水金火木月水金水月水金火木月水金水金火木月水金

指導前 ステップ１ ステップ２ ステップ３

学校参加率 （出席時数/全時数×１００）

ステップ①～ステップ③

取組前 取組後

（％）

ステップ②6/12～7/20
1日学校で勉強する
・出席停止・病欠はカウントせず
・○の数に応じてお楽しみと交換

ステップ③8/29～11/17
1日学校で勉強する
・出席停止・病欠をカウントする
・お金に換算してお楽しみと交換

保護者とMTG

コンサル

覚悟の会

2年 ３年

出席
停止

欠席

ステップ①5/29～6/9
・カーテンを開ける
・風呂スイッチ


